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目的

歯科技工士を取り巻く労働環境は厳しさを増しており、加

えて、歯科技工士の高齢化や歯科技工士学校養成所の定員割

れが続いて若手歯科技工士の参入が乏しくなり、将来的に歯

科技工業の担い手である歯科技工士の不足が予測されている。

このような問題を解決するためには、歯科技工業の労働実

態を正確に把握し、その労働環境を構成する要素ごとに論点

を整理し、労働環境の改善を図ることが急務であると考える。

本研究の目的は、歯科技工業の実態を正確に把握して、労

働環境等の改善に資する提言や多様な業務モデルを導入する

ためのマニュアルを作成することにある。



対象および方法

【対象】
・歯科技工所（管理者）※ 4009 施設
・歯科医療機関※※ 750 施設
・歯科技工士（歯科技工所勤務）※※※ 4009 名
・歯科技工士（歯科医療機関勤務） ※※※ 750 名

※ 自治体のホームページに公開されている歯科技工所
（全国を6ブロックに分け、各ブロックで対象の多い都道府県）

※※ 日本歯科医師会の会員の中から無作為に抽出した施設
※※※ 対象の歯科技工所や歯科医療機関に勤務する者

【方法】
・アンケート形式による往復郵送調査
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質問票（歯科技工所）

【調査項目】

・所在地

・開業年数、売上高

・職員採用

・就労時間

・雇用契約、就業規則

・労働環境、効率化

・業務形態、製作個数

・受託歯科医療機関



質問票（歯科医療機関）

【調査項目】

・所在地

・開業年数

・1日平均患者数

・補てつ患者の割合

・職員数

・補てつ物の製作場所

・歯科技工所との契約

・海外技工



質問票（歯科技工士）

【調査項目】

・勤務地

・年齢、性別

・就業先、就業年数

・業務形態、製作個数

・年収

・就労時間、残業時間

・職務内容への意識

・学習手段



研究の概要



結果

【質問票の回収数（回収率）】

・歯科技工所 429 通（10.7 %）

・歯科医療機関 576 通（76.8 %）

・歯科技工士（歯科技工所勤務） 319 通（ 7.9 %）

・歯科技工士（歯科医療機関勤務） 167 通（22.3 %）



結果（歯科技工所からの回答）

売り上げ状況：「減少傾向」が最も多い(53.9%)。次いで「変化なし」
(24.8%)

職員数の変化：「変化なし」が最も多い(74.1%)。

歯科技工士の採用：「採用した」は15.3%



結果（歯科技工所からの回答）

雇用契約の締結：「家族以外の従業員がいないため不要」が最も多い
(60.2%)。

就業規則の作成：「作成していない」が最も多い(77.8%)。



結果（歯科技工所からの回答）

労働環境改善への取り組み内容：「作業環境の不具合がないようにす
る」が最も多い(71.3%)。

歯科技工業務の効率化への取組内容：「特定の補てつ物等のみの受注を
行っている」が最も多い(39.4%)。



結果（歯科技工所からの回答）

補てつ物等の製作受託に関する歯科医療機関との契約書：「取り交わし
ていない」が87.0%

契約項目：「報酬金額」が最も多い(38.1%)。次いで「契約内容」
(31.7%)



結果（歯科医療機関からの回答）

補てつ物等の製作場所：「すべてを歯科技工所に委託」が最も多い
(43.4%)。

補てつ物等の製作委託に関する歯科技工所との契約書：「取り交わして

いない」が84.8%



結果（歯科技工士（歯科技工所勤務）からの回答）

就労時間の変化：「変化なし」が最も多い(44.8%)。次いで「減少傾
向」(42.5%)

1カ月の残業時間：「ほとんどない」が最も多い(30.7%)。「100時間

以上」が18.8%



結果（歯科技工士（歯科技工所勤務）からの回答）

「社会の人々は、私の仕事を尊敬するに値する仕事だと思っている」と
「私は仕事をしていて着実な人生設計がたてられる」において、否定的

意見が50%を超えている。



小括

労働環境改善への取り組み内容：「作業環境の不具合がないようにす
る」が最も多い(71.3%) 。次いで「作業環境に関する新しい情報を入手
する」(29.8%)

歯科技工業務の効率化への取り組み内容：「特定の補てつ物等のみの受
注を行っている」が最も多い(39.4%) 。次いで「補てつ物等の種類に応
じて担当制としている」(26.3%)

直近3年間での補てつ物等の製作個数の変化：クラウンブリッジは減少
傾向、CAD/ CAM冠は増加傾向。

補てつ物等の製作場所（歯科医療機関調査） ：「すべてを歯科技工所に委
託」が最も多い(43.4%) 。次いで「大部分を歯科技工所に委託、一部は
院内」(28.3%)

1日平均就労時間（歯科技工士（歯科技工所勤務）調査）：中央値で10時間、
そのうち残業時間は2時間。直近3年間の就労時間は、やや減少傾向。

1カ月の残業時間（歯科技工士（歯科技工所勤務）調査） ：「ほとんどない」
が最も多い(30.7%) 。「100時間以上」が18.8%存在。



小括

雇用契約の締結：「家族以外の従業員がいないため不要」が最も多い
(60.2%) 。

就業規則の作成：「作成していない」が最も多い(77.8%) 。

補てつ物等の製作受託に関する歯科医療機関との契約書：「取り交わし
ていない」が87.0%。

契約項目：「報酬金額」が最も多い(38.1%)。次いで「契約内容」
(31.7%)

職務内容についてもっている意識（歯科技工士（歯科技工所勤務）調査） ：
「社会の人々は、私の仕事を尊敬するに値する仕事だと思っている」と
「私は仕事をしていて着実な人生設計がたてられる」において、否定的
意見が50%を超えている。



歯科技工士(歯科技工所勤務)と歯科技工士(歯科医療

機関勤務)との比較

性別：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、女性が多い。

年齢：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、若い世代が多い。

就業年数：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、就業年数の短い者が多い。

年収の変化：歯科技工士(歯科技工所勤務)は、年収が減少した者が多い。

就労時間：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、 就労時間が短い。

就労時間の変化：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、変化なしが多い。
歯科技工士(歯科技工所勤務)は、増加と減少に二極化。

残業時間：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、 残業時間が短い。

職務内容に対する意識：歯科技工士(歯科医療機関勤務)では、 肯定的
意見が多い。



歯科技工士(歯科技工所勤務)と歯科技工士(歯科医療

機関勤務)との比較（職務内容に対する意識）

歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、歯科技工士(歯科技工所勤務)に比べ
職業に対する意識が高い。
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私は今の仕事に興味をもっている 私は仕事を通じて全体として成長

した

私は歯科技工所や歯科診療所に勤めてい
たり開業していることを誇らしく思う

今の仕事は私に適している

社会の人々は、私の仕事を尊敬に

値する仕事だと思っている

私の仕事は「やり甲斐のある仕事

をした」というかんじが得られる

私は同僚や受託している歯科医療

機関のみんなに認められている

私は仕事をしていて着実な人生設

計がたてられる
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就労時間（10時間以上の長時間労働）をもとにした

クロス集計結果

性別：10時間以上の長時間労働は、男性で多い。

年代： 10時間以上の長時間労働は、40代と50代に多い。

就業年数： 10時間以上の長時間労働は、就業年数10~30年で多い。

年収： 10時間以上の長時間労働は、年収400~799万円で多い。

就労時間：歯科技工士(歯科医療機関勤務)は、 就労時間が短い。

就労時間の変化：就労時間が増加傾向にあると、長時間労働が多い。

残業時間：残業時間が多いと、長時間労働が多い。

職務内容に対する意識：長時間労働は、「社会の人々は、私の仕事を尊
敬するに値する仕事だと思っている」 「私の仕事は“やり甲
斐のある仕事をした”という感じがある」「私は同僚や受託
している歯科医療機関のみんなに認められている」「私は仕
事をしていて着実な人生設計がたてられる」において、 否
定的意見が多い。



新規採用の有無をもとにしたクロス集計結果

売上：売上高が5,000万円以上で増加傾向にある歯科技工所で、新規採
用が多い。

営業時間：平均営業時間がある程度長い歯科技工所で、新規採用が多い。

就労時間：管理者の就労時間がある程度長いところで、新規採用が多い。

雇用契約：雇用契約を結んでいる歯科技工所で、新規採用が多い。

労働環境：労働環境の改善に取り組んでいるところで、新規採用が多い。
（従業員の意見を積極的に取り入れる、生涯学習を支援する）

効率化：歯科技工業務の効率化に取り組んでいるところで、新規採用が
多い。（①作業工程の分担、②技工作業とそれ以外の作業を
分けている、③新しい機器を導入している）

受託歯科医院数：受託歯科医院数が多い歯科技工所で、新規採用が多い。

受託契約：歯科医院と受託契約を結んでいるところで、新規採用が多い。



まとめ

歯科技工士の就労時間は、やや減少傾向であった。一方、1カ月の残業
時間が「100時間以上」と回答した者が18.8%いたことから、歯科技工
所によって労働環境に差があることが窺えた。長時間労働を行っている
現状を改善する必要がある。

歯科技工士の養成・確保・定着をはかるためには、働きやすい環境を整
備すべく、雇用契約や就業規則を作成・整備し、それらに基づいて就労
すべきである。

労働環境改善のため「作業環境の不具合がないようにする」「作業環境
に関する新しい情報を入手する」等に取り組んでいることがわかった。

歯科技工業務の効率化のため「特定の補てつ物等のみの受注を行ってい
る」「補てつ物等の種類に応じて担当制としている」「新しい機器を導
入している」等に取り組んでいることがわかった。

歯科技工所と歯科医療機関との間でのトラブルとして「料金」や「補て
つ物等に関する考え方の相違」が挙げられた。歯科医師と歯科技工士と
の間での書面による歯科技工に関する適切な業務委託契約を締結するこ
とが望まれる。


